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赤潮：諫早湾で今年初めて 

よ み が え れ ！  

有 明 訴 訟 弁 護 団

( 後 藤 富 和 ）発行

092-512-1636 

090‐9602‐0700 

よ
み
が
え
れ
！
有
明
海
・
国
会
通
信 

【
毎
日
・
６
月
１
日
】
島
じ
ま
：
清
掃 

 

国
営
諫
早
湾
干
拓
事
業
（
諫
干
）
を
巡

り
、
諫
早
湾
内
の
漁
業
者
ら
が
開
門
な
ど

を
国
に
求
め
た
訴
訟
。
長
崎
地
裁
の
裁
判

官
が
５
月
、
現
地
視
察
し
た
際
、
堤
防
道

路
で
は
道
路
に
架
か
る
歩
道
橋
な
ど
を
清

掃
す
る
県
職
員
ら
の
姿
が
あ
っ
た
。 

 

堤
防
道
路
は
こ
の
時
期
例
年
通
り
、
ハ

エ
の
仲
間
・
ユ
ス
リ
カ
の
大
発
生
が
始
ま

り
、
歩
道
橋
の
欄
干
な
ど
に
ク
モ
の
巣
も

含
め
て
大
量
に
付
着
中
。
県
に
よ
る
と
、

清
掃
は
２
カ
月
に
１
度
程
度
。「
こ
の
日
に

な
っ
た
の
は
偶
然
」
ら
し
い
が
、
前
回
は

４
月
上
旬
だ
っ
た
。
裁
判
官
の
到
着
前
に

は
、
歩
道
橋
は
き
れ
い
に
な
っ
て
い
た
。 

視
察
後
、
原
告
弁
護
側
は
「
あ
り
の
ま

ま
の
姿
を
み
せ
る
の
が
現
地
視
察
の
は
ず

だ
」
と
批
判
し
た
。
県
の
い
う
「
偶
然
」

は
、
厳
粛
な
雰
囲
気
で
進
ん
だ
視
察
だ
っ

た
だ
け
に
、
何
と
も
後
味
の
悪
い
印
象
を

私
は
覚
え
た
。 

門
の
外
で
ア
サ
リ
養
殖
を
し
て
い
る
小
長

井
町
漁
協
（
諫
早
市
）
の
新
宮
隆
喜
組
合

長
は
危
機
感
を
募
ら
せ
る
。
大
量
の
雨
水

を
放
出
す
る
際
に
潮
の
干
満
差
が
小
さ
い

と
、
淡
水
が
長
期
間
漁
場
に
滞
留
し
ア
サ

リ
を
死
滅
さ
せ
る
か
ら
だ
。 

 

北
部
排
水
門
か
ら
は
昨
年
度
、
６
３
回

の
排
水
が
あ
り
１
回
平
均
約
２
２
０
万
ト

ン
を
放
出
し
た
。
７
月
の
大
雨
で
は
約
８

５
０
万
ト
ン
を
排
水
し
た
が
、
同
漁
協
に

よ
る
と
８
月
上
旬
に
影
響
が
表
れ
被
害
は

ア
サ
リ
約
５
６
５
ト
ン
約
１
億
５
８
０
０

万
円
に
達
し
た
と
い
う
。
今
回
の
排
水
は

２
回
で
計
約
１
６
７
０
万
ト
ン
に
上
っ

た
。
新
宮
組
合
長
は
「
大
潮
の
時
な
ら
排

水
し
て
も
い
い
が
、
そ
れ
以
外
は
困
る
」

と
語
る
。 

 

県
諫
早
湾
干
拓
室
の
加
藤
兼
仁
室
長
は

「
後
背
地
に
冠
水
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、

開
門
す
る
し
か
な
い
」
と
説
明
す
る
。
農

地
の
浸
水
被
害
は
干
拓
地
周
辺
地
域
の
長

年
の
課
題
で
、
中
で
も
標
高
マ
イ
ナ
ス

０
・
８
メ
ー
ト
ル
の
農
地
も
あ
る
東
南
部

の
森
山
干
拓
地
が
最
も
深
刻
な
状
況
だ
。

多
い
と
こ
ろ
で
１
９
０
ミ
リ
以
上
に
達
し

た
２
２
、
２
３
両
日
の
雨
で
は
収
穫
前
の

麦
畑
な
ど
が
浸
水
し
た
。 

 

排
水
問
題
の
解
決
策
に
挙
げ
ら
れ
る
の

が
、
後
背
地
の
排
水
機
能
強
化
だ
。
県
に

よ
る
と
森
山
干
拓
地
に
設
置
さ
れ
た
排
水

ポ
ン
プ
は
老
朽
化
で
２
０
０
２
年
度
以

降
、
動
い
て
い
な
い
。
農
家
負
担
の
問
題

な
ど
が
こ
じ
れ
、
長
年
放
置
さ
れ
て
き
た

と
い
う
。 

 

諫
早
市
が
農
家
負
担
を
ゼ
ロ
に
し
た
整

備
計
画
を
ま
と
め
、
県
は
昨
年
度
、
約
５ 

大
量
排
水
の
影
響
か 

【
毎
日
・
５
月
３
１
日
】
褐
色
の
潮
が
漂
う

諫
早
湾
。
後
方
は
諫
早
干
拓
地
調
整
池
北

部
排
水
門 

 

長
崎
県
の
諫
早
湾
で
、
今
年
初
め
て
の

赤
潮
が
発
生
し
て
い
る
。
国
営
諫
早
湾
干

拓
事
業
（
諫
干
）
の
北
部
排
水
門
付
近
の

湾
内
は
３
０
日
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
海

面
が
赤
黒
く
濁
り
、
拡
散
し
続
け
て
い

る
。 

 

県
総
合
水
産
試
験
場
に
よ
る
と
、
２
６

日
夕
に
南
部
排
水
門
近
く
の
同
県
雲
仙

市
瑞
穂
町
か
ら
同
県
島
原
市
沖
ま
で
の

約
１
０
キ
ロ
に
わ
た
り
、
赤
潮
が
広
が
っ

て
い
る
の
が
確
認
さ
れ
た
。 

２
７
日
に
は
北
部
側
の
諫
早
市
高
来
町

沖
で
も
確
認
さ
れ
、
次
第
に
範
囲
を
広
げ

て
い
る
。
海
水
分
析
の
結
果
、
有
害
プ
ラ

ン
ク
ト
ン
の
「
ヘ
テ
ロ
シ
グ
マ
ア
カ
シ

オ
」
に
よ
る
赤
潮
と
い
う
。 

 

大
雨
の
影
響
で
今
月
２
３
、
２
４
日
、

北
部
か
ら
約
１
６
０
０
万
ト
ン
、
南
部
か

ら
約
１
１
４
０
万
ト
ン
の
淡
水
が
排
出

さ
れ
て
お
り
、
漁
業
者
か
ら
「
赤
潮
は
淡

水
が
原
因
」
と
の
声
が
出
て
い
る
。
同
試

験
場
は
「
因
果
関
係
は
不
明
」
と
し
て
い

る
。 

 

諫
干
を
巡
っ
て
は
、
政
府
・
与
党
の
検

討
委
員
会
が
「
長
期
開
門
調
査
が
適
当
」

と
す
る
報
告
書
を
赤
松
広
隆
農
相
に
提

出
。
農
相
は
近
く
、
開
門
方
針
を
正
式
表

 

ユ
ス
リ
カ
裁
判
官
に
見
せ
た
く

な
い
県
職
員
「
偶
然
」
清
掃 

明
す
る
と
み
ら
れ
る
が
、
長
崎
県
は
開

門
に
反
対
し
て
お
り
、
調
整
は
難
航
が

予
想
さ
れ
る
。 

漁
場
か
農
地
か 

大
雨
時 

ア
サ
リ
被
害 

後
背
地
冠
水 

【
西
日
・
５
月
２
５
日
】
２
３
、
２
４
の
両

日
行
わ
れ
た
諫
早
湾
干
拓
事
業
調
整
池

か
ら
の
大
量
排
水
は
、
同
事
業
の
防
災

機
能
を
め
ぐ
る
課
題
を
あ
ら
た
め
て
浮

き
彫
り
に
し
た
。
大
雨
時
に
北
部
排
水

門
か
ら
排
水
し
な
け
れ
ば
周
辺
農
地
が

冠
水
し
、
排
水
す
れ
ば
外
側
の
漁
場
が

荒
れ
る
。
間
も
な
く
梅
雨
入
り
。
排
水

門
を
管
理
す
る
県
は
、
漁
場
と
農
地
の

ど
ち
ら
を
優
先
す
る
か
二
律
背
反
の
選

択
を
迫
ら
れ
る
。 

 

 

「
一
度
ア
サ
リ
が
死
ぬ
と
回
復
す
る

ま
で
に
３
年
は
か
か
る
」 

北
部
排
水 

９
億
円
の
排
水
対
策
事
業
に
取
り
組
む
こ

と
を
決
め
た
。
国
に
事
業
費
の
半
額
負
担

を
申
請
し
、
６
月
に
も
認
め
ら
れ
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
う
。 

だ
が
、
対
応
の
遅
さ
に
森
山
干
拓
地
の

農
業
者
男
性
は
憤
る
。「
潮
受
け
堤
防
が
完

成
す
れ
ば
防
災
機
能
は
担
保
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
だ
っ
た
の
に
実
態
は
違
っ
た
。
こ

の
程
度
の
雨
に
い
つ
ま
で
心
配
す
る
必
要

が
あ
る
の
か
」 

 


